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１．「健康おたる２１」改訂版（追補）の趣旨 

 

平成１８年６月に「医療制度改革関連法」が公布され、平成２０年４月には「高齢者の医療

の確保に関する法律」、また、同年９月には「全国医療費適正化計画」(計画期間：平成２０年

度～平成２４年度)が策定されました。これらの法律・計画では、生活習慣病の予防に着目した

メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の概念を取り入れた特定健診・特定保健指導の

実施が打ち出されました。 

  これに伴い、国は「健康日本２１」にメタボリックシンドローム対策について具体的な目標

を追加するとともに、「全国医療費適正化計画」の計画終期が平成２４年度であることから、「健

康日本２１」の計画終期を平成２２年度から平成２４年度に延長しました。 

また、平成１９年６月には、「がん対策基本法」に基づく「がん対策基本推進計画」が策定さ

れ、がん検診の受診率向上やがんによる死亡率の減尐などを目標として掲げました。 

  このようなことから、北海道では「すこやか北海道２１(北海道健康増進計画)」の改訂を行い、

「全国医療費適正化計画」、「がん対策推進基本計画」などと整合を図り、目標項目の追加と計

画期間を２年延長し、平成２４年度を計画の終期としました。 

  本市の健康増進計画についても国・道の計画に合わせて、計画期間を２年延長し、計画の終

期を平成２４年度とし、生活習慣病対策、がん対策に関する記述や目標の追加等を行うととも

に、平成２２年２月には、国が受動喫煙防止対策の強化を打ち出したことから、「たばこ」に関

しても目標追加を行いましたので、改訂版を追補として発行いたします。 

 

 

２．改訂版（追補）に係る変更事項 

（１） 計画期間の延長 

    計画終期の２年間延長し、平成１５年度から平成２４年度までとしました。 

 

（２）領域、目標等の追加・変更 

 健康おたる２１では、領域１から領域８に対し１２の上位目標、３５の下位目標を掲げて

います。各目標は指標を定めて、現在値を明示したうえで目標値を設定しています。 

領域５「たばこ」に禁煙対策を追加し、領域７「生活習慣病」に特定健康診査・特定保

健指導、がん対策を追加するとともに、目標値を一部変更しました。 

 

 

 

 

 

 

 

－１－ 



①領域５「たばこ」 

国が受動喫煙防止対策の強化（「受動喫煙防止対策について」厚生労働省健康局長通

知 平成２２年２月２５日）に基づき、領域５の下位目標を次のとおり変更しました。 

 新下位目標‐公共の場での禁煙・分煙を徹底する。 

 旧下位目標‐公共の場での分煙を徹底する。 

 

また、指標についても次のとおり変更しました。 

 新指標‐禁煙・分煙実施の施設数 

 旧指標‐分煙実施の飲食店の数 

 

②領域７「生活習慣病・がん」 

  平成１９年６月に「がん対策基本法」及び「がん対策推進基本計画」が施行されこ

とから、領域７に「がん」を追加しました。 

 新領域７‐生活習慣病・がん 

 旧領域７‐生活習慣病 

  

領域７の下位目標「健康管理をする」の指標について、平成２０年４月から生活習

慣病予防に着目した健康診査・保健指導が導入されたことから、次のとおり変更をし

ました。 

新指標‐健康診査・保健指導を受ける人の割合 

旧指標‐健康診断を受ける人の割合 

新指標にあわせて、「現在値」「中間値」、「目標値」を変更しました。 

 

また、領域７に「がん」を追加したことから、指標を次のとおり新たに追加しまし

た。 

 追加指標‐がん検診を受ける人の割合 

追加指標にあわせて「現在値」、「中間値」を記載し、「目標値」も新たに設定しまし

た。 
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健康おたる２１改訂版(追補)   新旧対照表 (目標一覧は別紙２のとおり) 
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「健康おたる２１」 ８つの領域、３５の目標  

 

領域１．栄養・食生活：食事が楽しい 

 ■上位目標 

食習慣を規則正しく、食事の量・質ともにきちんと食べる人が増える 

No 下位目標 指標 現在値(計画

策定時) 

中間値 目標値 備考 

１ 食事づくりを楽しむ 食事づくりに

取り組んだ機

関数 

 

8 か所 

(平成 14 年度) 

18 ヵ所(「健康おた

る 21」取り組み機

関平成 17 年度実

績) 

 

増加する  

２ 朝食の欠食を減らす 朝食を欠食す

る人の割合 

20～30 歳代

の 

男性の 5 割 

女性の 3 割 

(平成 12 年健

康・栄養意識

調査) 

20～30 歳代の 

男性の 41.6% 

女性の 29.6% 

（平成 18 年市民の

健康意識に関する

調査） 

3 割以下  

３  塩分の摂取量 12.3g （ 平 成

12年国民栄養

調査） 

11.1g(平成 16 年度

保健所事業参加者

アンケート結果) 

10g 未満  

脂肪エネルギ

ー比率 

26.5％（平成

12年食生活実

態調査） 

 

30.7％(平成 16 年

度保健所事業参加

者アンケート結果) 

25％以下 

 

野菜の摂取量 104g（平成 12

年食生活実態

調査） 

122g(平成 16 年度

保健所事業参加者

アンケート結果) 

350g 以上 

４ 

 

外食を楽しむ 栄養成分の表

示をしている

飲食店等の数 

 

健康づくり協

力店の登録事

業  登 録 店 

１４件（平成

15 年度） 

２4 件（平成 17 年

度） 

増加する  
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領域２．運動（スポーツ・身体活動）：体を動かすことが楽しく感じられる 

■上位目標 

健康のために意識的に運動している人の割合を増やす 

No 下位目標 指標 現在値(計画策定

時) 

中間値 目標値 備考 

１ 体を動かす必要性

を理解できる 

日常生活の中で

意識的に運動し

ている人の割合 

男性 59.9％ 

女性 62.7％ 

( 平成 12 年健

康・栄養意識調

査) 

男性 48.5％ 

女性 54.8％ 

（平成 18年市民の健

康意識に関する調

査） 

男性 70.0％ 

女性 73.0％ 

 

２ 運動習慣を身につ

ける 

３ 運動を楽しく続け

ていく 

週 2 回以上運動

している人の割

合 

男性 42.6％ 

女性 42.7％ 

( 平成 12 年健

康・栄養意識調

査) 

男性 59.5％ 

女性 61.4％ 

（平成 18年市民の健

康意識に関する調

査） 

男性 53.0％ 

女性 53.0％ 

 

４ 運動習慣を周りの

人達に広めていく 

ふだん誰かと一

緒に運動してい

る人の割合 

男性 15.8％ 

女性 20.2％ 

平成 12 年健康・

栄養意識調査 

男性 38.1％ 

女性 40.3％ 

（平成 18年市民の健

康意識に関する調

査） 

男性 26.0％ 

女性 30.0％ 
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領域３．こころ・休養：心の健康を大切にし、十分な休養を確保する 

    ■上位目標 

自分なりのストレス対処方法を身につけ、こころの健康を保つ 

No 下位目標 指標 現在値(計画策定

時) 

中間値 目標値 備考 

１ 

 

ストレスや悩みに

ついて、気軽に相

談できる 

保健所において

精神保健福祉相

談を受けた延べ

件数 

534 件（平成 13

年度版小樽市保

健所年報） 

333 件（平成 17 年

度版小樽市の保健

行政） 

590 件以上  

２ 自分なりのストレ

ス対処方法を身に

つける 

ストレスや悩み

を感じている人

の割合 

 

67.1％ 

(平成 12 年健康・

栄養意識調査) 

73.0％ 

（平成 18 年市民の

健康意識に関する

調査） 

60％以下  

３ より良い交流やコ

ミュニケーション

のあり方を考える 

より良い交流や

コミュニケーシ

ョンの在り方に

ついて取り組ん

だ機関数 

取り組んだ機関

数（学校・保育施

設以外も含む） 

平成 15 年度 8

カ所 

平成 17年度 16カ

所 

(「健康おたる 21」

取り組み機関平成

17 年度実績) 

 

増加する  

 

■上位目標 

心身の疲労やストレスを翌日に持ち越さないようにする 

No 下位目標 指標 現在値(計画策定

時) 

中間値 目標値 備考 

４ 

 

自分の状態にあっ

た睡眠を確保し、

十分な休養をとる 

睡眠による休養

が得られない人

の割合 

24.8％ 

(平成 12 年健康・

栄養意識調査) 

23.3% 

（平成 18 年市民の

健康意識に関する

調査） 

22%以下  

５ 自分の暮らしにあ

った余暇と時間を

確保する 

ボランティア団

体に加入してい

る会員数 

1,800 名 

平成 14 年度ボラ

ンティア活動推

進協議会加入団

体統計 

1,253 名（平成 18

年 11 月現在） 

1,800 名以

上 

 

 

 

 

 

 

－６－ 



領域４．歯・口腔：いつまでも自分の歯で食べられる 

■上位目標 

むし歯、歯肉炎・歯周病を予防し、歯の喪失を防止する 

No 下位目標 指標 現在値(計画策定時) 中間値 目標値 備考 

１ 自己管理できる 歯間清掃用具

使用率 

 

 

20.6％（40 歳以上） 

28.0％（20～39 歳） 

(平成 13年度成人歯科相

談) 

43.5%(40 歳以上) 

17.9%(20~39 歳) 

(平成 17 年度成人歯科

相談) 

50％以上  

フッ素入り歯

磨剤使用率 

１歳半 31.1％（平成 13

年度 1 歳 6 か月児健診） 

３歳 63.1％（平成 13 年

度 3 歳児健診） 

１歳半 52.1%（平成 17

年度 1 歳 6 か月児健

診） 

73.1%（平成 17 年度 3

歳児健診） 

90％以上  

２ かかりつけ歯科

医とともに健康

管理する 

定期検診受診

率 

18.6％ 

（平成 13 年度成人歯科

相談） 

19.1% 

（平成 18 年市民の健

康意識に関する調査） 

30％以上 

 

 

３ むし歯や歯周病

のリスクを減ら

す 

間食として甘

味食品や飲料

を1日3回以上

飲食する習慣

を持つ幼児の

割合 

１歳半 25.1％（平成 13

年度 1 歳 6 か月児健診） 

 

１歳半 26.5% 

(平成 17 年度１歳６か

月児健診) 

減尐する  

喫煙や生活習

慣病と歯周病

の関係を知っ

ている人の割

合 

17.9％ 

（平成 13 年度成人歯科

相談） 

22.1％ 

（平成 18 年市民の健

康意識に関する調査） 

80％以上  

 

４ 

 

 

 

健診を受ける むし歯のない

幼児の割合 

64.9％ 

（平成 13 年度 3 歳児健

診） 

68.0% 

(平成 17 年度 3 歳児健

診) 

80％以上 

 

 

12 歳児の平均

むし歯本数 

今後調査 1.2 本（児童定期検診

９歳児データ） 

2 本以下  

５ 必要な情報が提

供される 

健康教育や健

康学習の実施

回数と人数 

総計 59 回（1676 人） 

保健所所内 21 回（365

人） 

保健所外 38回（1311人） 

（平成 13 年度保健所事

業報告） 

総計 68 回（1842 人） 

 

 

増加する  
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領域５．たばこ：健康に影響する煙のない街をつくる 

■上位目標 

喫煙により引き起こされる病気が減尐する 

No 下位目標 指標 現在値(計画策定時) 中間値 目標値 備考 

１ 未成年の喫煙を

なくす 

未成年の喫煙率 15 ～ 19 歳 の 喫 煙 率

13.3％ 

（平成 12 年健康・栄養

意識調査） 

データなし ゼ ロ に

する 

 

２ 喫煙者を減らす 喫煙率 男性 46.6％ 

女性 16.4％ 

（平成 12 年健康・栄養

意識調査） 

男性 25.8% 

女性 19.6% 

（平成 18 年市民

の健康意識に関

する調査） 

減 尐 す

る 

 

３ 公共の場での禁

煙・分煙を徹底す

る 

(旧;公共の場での

分煙を徹底する) 

禁煙・分煙実施の

施設数 

(旧;分煙実施の飲

食店の数) 

平成 15 年度 14 店（空気

もおいしいお店登録事

業 平成 15 年 12 月 10

日施行） 

 

平成 17年度 25店 増 加 す

る 

 

 

領域６．アルコール：お酒と上手に付き合う 

 ■上位目標 

健康と飲酒との関連を理解できる 

No 下位目標 指標 現在値(計画策

定時) 

中間値 目標値 備考 

１ 未成年の飲酒を

なくす 

未成年飲酒率 今後調査 データなし ゼロにす

る 

 

２ 健康維持のため

節度ある飲酒行

動がとれる 

多量飲酒による

健康への影響に

ついて知ってい

る人の割合 

今後調査 多量飲酒が健康に害があるこ

とを知っている割合 85.5% 

（平成 18 年市民の健康意識に

関する調査） 

100％  
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領域７．生活習慣病・がん：生活の習慣を見直し元気に暮らす 

  ■上位計画 

生活習慣病を減らす がん死亡率を減らす 

N

o 

下位目標 指標 現在値(計画策定

時) 

中間値 目標値 備考 

１ 生活習慣病につ

いて理解する 

生活習慣病につい

て理解している人

の割合 

今後調査 メタボリックシンドロ

ームについて尐し知っ

ている、知っていると答

えた割合 60.5% 

（平成 18 年市民の健康

意識に関する調査） 

80％  

  がん検診を受ける

人の割合 

(新規追加) 

胃がん:10.2% 

肺がん;19.8% 

大腸がん;16.5% 

子宮がん;18.4% 

乳がん;8.6% 

(平成 16 年度版小

樽市の保健行政 ) 

(新規追加) 

胃がん;10.1% 

肺がん;13.7% 

大腸がん;16.5% 

子宮がん;29.9% 

乳がん;22.6% 

(平成 21 年度版小樽市

の保健行政) 

(新規追加) 

増加する(新規追

加) 

 

家庭で血圧を測る

人の割合 

今後調査 いつも、または、たまに

自宅で血圧を測る割合

50.4% 

（平成 18 年市民の健康

意識に関する調査） 

50％  

３ 生活習慣を改善

する 

①身体活動を行

う 

②食事に気をつ

ける 

③適正飲酒の実

行 

④喫煙しない 

⑤ストレスの対

応が出来る 
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領域８．環境：からだと心にやさしい住みよい街をつくる 

■上位目標 

健康によい影響を及ぼす環境を守る 

No 下位目標 指標 現在値(計画策

定時) 

中間値 目標値 備考 

１ きれいな空気と水が

確保される 

大気中二酸化硫黄濃度 ４カ所 年平

均 0.003 ～

0.006ppm 

(小樽環境調査

の概要（平成

12 年度版）) 

１ カ 所 

0.004ppm（小

樽環境調査の

概要（平成１７

年度版）） 

減尐する  

大気中二酸化窒素濃度 ５カ所 年平

均 0.013 ～

0.024ppm 

(小樽環境調査

の概要（平成

12 年度版）) 

４カ所  年平

均 0.007 ～

0.021ppm 

（小樽環境調

査の概要（平成

17 年度版）） 

減尐する 

市街地を流れる 20 河川

の BOD（生物化学酸素

要求量）10mg/l を超える

河川の数 

7 河川 

(小樽環境調査

の概要（平成

12 年度版）) 

4 河川 

(小樽環境調査

の概要（平成

17 年度版）) 

減尐する 

２ 快適なスペースを作

る 

1 人当たり公園面積 8.6m2 

(平成 15 年小

樽市統計書) 

9.0 m2 

(平成 17年小樽

市統計書) 

増加する  

 ■上位目標 

健康に悪い影響を及ぼす環境を減らす 

No 下位目標 指標 現在値(計画策

定時) 

中間値 目標値 備考 

３ 交通安全に配慮した

まちづくり 

年間交通事故件数 752 件（平成

15 年小樽市統

計書） 

722 件（平成 17

年小樽市統計

書） 

減尐する  

４ 冬でも快適な暮らし

が出来る 

冬や雪をテーマにした

イベントの数 

取り組んだ機

関数（平成 15

年度 3 機関） 

取り組んだ機

関数（平成 17

年度 3 カ所） 

増加する  

５ ゴミの排出量を減ら

す 

年間排出量 80,179 ト ン

（平成 12 年

度） 

69,956 トン（平

成 16 年度） 

減尐する  

－１０－ 



 ■上位目標 

高齢者や障害をもった人にも住みよいまちづくり 

No 下位目標 指標 現在値(計画策

定時) 

中間値 目標値 備考 

６ 高齢者や障害者の活動の

場を広げる 

高齢者・障害者のた

めのスポーツプログ

ラムの数 

取り組んだ機

関数 5 カ所（平

成 15 年度） 

6 カ所（平成 17

年度） 

増加する  

７ バリアフリーへの取り組

みがなされる 

バリアフリー化され

た施設数 

取り組んだ機

関数 5 カ所（平

成 15 年度） 

5 カ所（平成 17

年度） 

増加する  

 

■上位目標 

健康づくりをしやすい環境をつくる 

No 下位目標 指標 現在値 中間値 目標値 備考 

８ 運動しやすい環境

をつくる 

運動できる場所や、イベン

トについての情報 

取り組んだ機関

数 1 カ所（平成

15 年度） 

3 カ所（平成

17 年度） 

アクセスしや

すくする 

 

９ 保養のための環境

をつくる 

保養に適した場所に関す

る情報 

取り組んだ機関

数 1 カ所（平成

15 年度） 

2 カ所（平成

17 年度） 

アクセスしや

すくする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１１－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１２－ 

〒047-0033 

小樽市富岡 1丁目 5番 12号 

小樽市保健所 

℡0134-22-3117 


